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1　も　ん　だ　い

　われわれの経済生活が以前に比すれば，極めて複雑多岐であることは，日常経験するところ

である。従つて経営者が生産性向上，あるいは利潤の極大を目指してヨリ合理的な経営政策を

とるべく種々の問題を考えるにしても，その解決には中々困難を感ずるであろうことは，容易

に推察される。

　ところが，他方，幸いにして科学の進歩も著しく，一般人が単に漠然と知つていることを，

科学者は正確な観察によつて，正確に記述し，実際の困難な闇題の解決に大きな曙光を与えて

くれつつある。

　しかしながら，科学の力も，いまの段階では限界があり，すべての事柄について確実な知識

をもつことはできないと雷えよう。さればこそ，理想と現実，目椋と結果，あるいは予想と実

際とは応々にして齪鶴する場合の起るのをみるのである。

　とくに，経済活動の場合には，経済現象の構造の複雑さ，それらが変動し易いこと，あるい

はまた実験が不可能なことなどからして，経済科学あるいは経営科学は他の科学よりおくれ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
不完全な知識で以てしか行わざるをえないことが多いように思われる。他の拙稿で述べたよう

に，こうした不完全な知識の存在を前提条件の一つとして考える経済の「場」を，現契の市場

あるいは不完全競争市場（imperfectly　competitive　market）と1呼んできた。

　かかる「場」でのわれわれの経済行動は，他の一般的行動と同じように，意識すると意識し

ないとにかかわらず，希望する園標と，実現された結果との聞に生じた誤差をみて，その誤差

の生じた原因を手にしうる，それに関連したすべての科学の力で以て修正し，同一のことを試

み直し，次の場合には少しでもその誤差を少くし，そこにこうした誤差が存在する限り，何回

も何回もその行為を繰り返して最後の目標に向つているように見受けられる。いわゆる「試行

錨誤」（trial　and　error）の方法をとつてすべての経済活動をなしていると言えよう。

　こうしたわれわれの経済行動は，電気工学におけるbeedbackの性質にきわめて類似してい

るように思われる。

　そこで，本稿では，不完全競争市場を一つのfeedback　systemとして考え，このlll場での

企業者間の価格変化やその適応の仕方を明らかにしたり，この市場内での最適販売価格の予想

をなす試みを述べてみたいと思う。

　既に，feedbackという用語は，経営学や経済学の分野に導入され，周知のようにH．　A．
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
Simon，　R．　M．　Goodwinやド村治氏などの業績がものされている。それ故，殊更，電気工学

　＊儒州大学繊維学部工業経営学研究室

＿－ R19一



320　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部研究報告　第1G号

　　誤差の検出装置　　　　　　　　　　　　　　動作の監査装置

（賜鍵〔鋤　　feedback　　（アンテナ）　（諮）
　　＿．　A　　9－一一．一一一…一一一　　　　一一一一一　C　　－．一・一．一一一一一．一一一一一・

　P↓　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P2

　　　　　↓　　　翻些　　　　↑
　　　　　　　　　　　　一＞　　B

Fig．1

上のfeedbackの性質を述べる必要はあるまいと思われるが，本稿を進めてゆく便賞から，こ
　　　　　　　　　　　　　　（s）
こで簡単に述べておきたいと思う。

　feedbackの装置をもつた自動制御の機構を一般にservomechanismと1呼んでおり，その

一つの例をあげよう。

　Fig．1に示されるように，ある制御箱Aに，ある目擦が設定されると，それが電動機Bを

動かしてアンテナCを回す。アンテナの実際の位置は，何かの抵抗のため，設定された閣標と

は違つているかもしれない。しかしその位置が，CからAに送りかえされて（　・feedbacl〈さ

れて），アンテナの位置と，設定された目標の位置との間の誤差が，Aで検出される。そうする

と一つの信号が電動機Bに送られて，その誤差を減少させる。この運動が振動的にくりかえさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　へれる度毎に，誤差は逓減され，最後には，アソテナの位遣と，設定された日標の位置とが殆ん
N

ど一致するようになるメカニズムである。ここにfeedback回路が，このメカニズムにおいて

主演的な役割を演ずることが理解されよう。

　数学的に，このfeedback回路の働きは，普通，次のように考えられている。

　いま，装置の入九出九機械的変換係数をP・，P2，　Kとし，また装鷹の出力のうち，誤差

の修正のために送りかえされるもの（負のfeedback）として使用される部分の割合を一2と

する。そうすると，電動機の入力をYとすれば，このYは，もとの入力P1と，アンテナCの出

力との差である。このCの出力は，電動機8の電力出力KYのλ倍である。

　したがつて

　　　　　　　　Y』P，一（一λ）KY　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一…・……＜1・1）

　すなわち

　　　　　　　　y・＝、一桑、）r　　　　　…………・一（1・・）

　故に，電動機の出力は

　　　　　　　　KY＝＝－r－t（－Pt）K　　　　　……一・…（…）

　換言すれば，

　　　　　　　　P…Pi（、＿～≦万r）　　　　　　　　　　・・………・…（・）

となる。

　…般に，（1・4）式の負のfeedback←λ）の値が大きければ大きい程，装概の誤益の減少，

すなわち安定化が大きいと宵われている。

　以上のような電気工学におけるfeedbackの考え方は，募聞のためか，いまだ不完全競／飼∫
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場の種々の問題の分野には導入されていないように見受けられる。そこで，以下貧しい考察な

がら，まず，feedbackの立場より市場構造の本質究明から述べてゆきたいと思う。

　註（1）拙稿「不完全競争’i－li場と経営政策」（儒州大学繊維学部研究報告．　No．5。1955年12月．PP．167

　　　－177．ほか一連の不完全競争論を指す。

　　（2）H．A．　Simon：On　the　Application　of　Servomechanism　Theory　in　the　Study　of　Produc－

　　　tion　Control．（Econometrica．　VoL　20．　No．2．　Apr，．ユ952．　PP．．247－268．）

　　　R。M．　Goodwin：Econometrics　in　Business　Cycle　Analysis（A．　H．　Hansen　ed．．Business

　　　Cycle　and　National　Income．1951．　PP．436－442，）

　　　　下村治「経済変動の乗数分析」1952・PP・3－18・

　　〔3）電気工学．1：：のfeedbackの以下の解説は次のものによる。

　　　　N．Wiener著，池原止黄央・弥永畠吉・室賀三郎共訳「サイバネティックス」1957・PP・115

　　　－138．

　　　C．　W．　Churchman，　R．　L．　Ackoff，　E．　L　Amoff著，森口繁一監訳「オペレーション・リサー

　　　チ入門（上）」1960。PP．94－97，

　　　　　　　　　　　　　　　2　価絡変化とfeedback

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　不完全競争rl∫場の構造の形式的な内容とか類型については，既に他の稿で種々論じてきた。

この節では，これまでの論より更に一歩突込んで，各企業者間の価格変化によつて市場全体の
N　　N　　N　　　　　　　　3　　N

仕組みとか動きがどのようになるかを，　feedback　の立場から，　明らかにしてみたいと思

う。

　現実の祉会は複雑である。「純粋経済学」で言う如く，経済現象のなかから，秩序とか法則

を見出すのに，社会を構成している種々な要素から最も重要な経済的エレメソトを抽出して考

察するということも一つの方法であろう。しかしながら経済構造を組立ている種々の経済的工
　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　ヘレメントのうち，どんなエレメントが現在の経済現象を動かしているのに重要なものかを規定

するのに，非常な困難を感じ，大きな壁に突当るであろう。まして，将来の経済現徐とか，他

人の虚々実々な経済行動とかを予測することは，到底人智のなしうるところではないであろ

う。

　しかしながら，資本主義社会の現段階の特徴の一つとして，個々の企業者は独占的位置に多

かれ少かれ置かれながらも，絶えず激しい競争場裡に曝されている。そのため，人智では，将

来のこととか，他の入の行動とかは到底予想できないと言つて安穏と棋手してはおられない。

常に自らのあらん限りの力を駆使して，現在のみならず，将来あるいは他の人の様相を見守つ

たり，自分なりきに予測して，それに対処しなければならない。それには，前の節で述べたよ

うに，試行錯誤の方法とかここで述べんとするfeedbackの働きのような思考方法によること

も，一つの方法であろう。いま，この方法に則つて，各企業者が行動したと想定して，特にど

のような価格変化やその波及あるいは適応過程が形成されるかを論じてみょう。

　ある企業ゴが極大利潤の獲得を目指して，価格Piを弓Lヒげたとしよう。そうすると，不完全
　　　　　　　　　　　　　　（a）
競争市場では，各需要者に他の稿で述べた如き種々の理由から選好（preference）があるから

ある一一定の需要者数だけは，企業客に依然として買手として存在しようが，他面各商品聞の代

替関係が不完全であるため，換言すれば価格の引上げによつて他の企業の生産物によつて代替

せられた需要部分と価格の変分との比，すなわち代替率（rate　of　substitution）σが
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　　　　　　　　十QQ＞a＞0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・………・・（2・1）

であるから，企業6以外の企業に移動する顧客も若干ある。

　周知のように，この市場で，企業者間の価格変化によつて流動するのは，価格の事情や企業

者の販売方法如何によつて浮動する，P．　Sraffaの所謂限界購買者（marginal　consumer　or
　　　　　　　c3）
marginal　buyer）である。もつとも，この限界購買者が企業iから減退する仕方には二つあ

る。これは，つぎのことから明らかである。

　いま，一一般市場価格をP，企業客の価格を1）i，その他の企業1，2，一・i－1，　i＋1，………π

のll剛各をPi，　P2，・…・・…Pi－i，　Pi＋1，……P，iとし

　　　　　　　　澱駕1㌫ρ繍F°’…＝＝P”　＝：P｝・・……・……（・・2）

という関係があるとすれば，企業ゴの需要：蹴の変化は次のようになる。すなわち，企業iの需

要量をXiとすれば，

　　　　Xi（Pi十APi；P，　n）　－xi（Pi；P，　vz）

　　　　　＝〔Xi（Pi十Ziカi；P十JPi，　n）　－xi（Pi；P，　n）〕

　　　　　　一〔ti（Pi十APi；P十ゴPi，π）一κ∫（Pi十JPi；P，　n）〕

　　　　　＝＝〔麦F（P＋dPi）一秀F（P）〕一〔ii”F（P＋」ρの一吉F（Pi＋dPi）〕

　　　　　≒素P（P）”P・　一　ial　－xi　（pi　＋　ap・；P，・・）　APi　　　…………・一（2・3）

となる。．（d）この（2・3）式の第1項，第2項は夫々減退するJl’1つの仕方を示す。すなわち，

一つ嚇F’（P）APiで，・れは・企獅の儲引上げによつて限鴉賭がもはや酬・㌃｝・

群韻う・とを断念・て全然異なつ・・麟に向うものである・もうりは一 ﾕ礁纐出
n）aPiで，これは限界購買者のうち価格引上げによつて，いままで企業iの需要者だつたもの

が，他の競争相手に移動する需要者数である。従つて，これは，他の．企業が同じように価格引

上げをすれば，企業iにもどる需要者の数である。前述の代替率σは後者のものである。

　価格切下げを企業疹が行えば，前の逆の現象が生ずることは自明であろう。

　かくて，この市場では，価格に対する需要の直接弾力性η’もかなり大きく，

　　　　　　　　十◎Q＞η’＞0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・樋9・・・・・・・…　（2・4）

であり，またその間接弾力性θiも，

　　　　　　　　一｝一〇〇〉θi＞0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　。・・’・・・…　（2●5）

の値で存在するものと推察される。　もつともη’とOiとの関係は，　もし総需要厳，企業ピ以外

の需要最を夫々X，Xn－iとすれば，次のような式で示される。すなわち

　　　　　　　　κπ＿∫＝x一腕

　　　　　　　．’．ti　＝　X－xn－5　　　　　　　　　　　　　　　　　…・…・・……（2。6）

　　　　　　　　Xi＝fi（Pi，ρ2，…　t・・一・・カπ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　一・・・…　（2．7）

　　　　　　　　・・一器・一£1－　　　　　一……・t・＜…）

　（2●6），　（2・7）＄δよ1っミ（2・8）0）三三ヨiヒカ、ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴニユ　　　　　　n
　　　　・’一器・．募一（∂x　　　∂κn－i∂Pi　∂Pi）多1イ1秀一購乞峯、雛1・・…・（…）
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（…）式で，第・囎・よび第・項と一砦一との榔澗騨力性である．

　したがつて，不完全競争市場の個別需要函数は

　　　　　　　　穿÷讐一・i

　　　　　　　∴讐一・夢

　これを積分すれば，

　　　　　　　　lG9　Xi＝ηi　log　Pi十10g　B　（但しBは積分常数）

　　　　　　　∴κFβ・バ　　　　　　　　　ー…・……（2・10）

　（2・9）式から

　　　　　　　　。．i＝＝B．ρ、儲一冠1翫藩）1卜　　・・…………・（…1）

となる。

　したがつて，企業♂が価格を引上げれば，その個別需要最の減退の大いさは，具体的な直接

弾力性係数あるいは間接弾力性係数に応じて規定される筈である。このとき，企業歪以外の企

業，z－iが，どのような態度に出るかは，　P．　Sweezyなどが既に指摘したように，恐らく静

観するか，あるいは企業iにならつて価格を引上げるにしても，それほど大きくはないであろ

う。蓋し企業n－iは，企業♂の価格引上げによつて，限界購買者の多くを獲得して超過利潤

を増加した筈だからである。

　ところが，企業iが，前のケースとは逆に価格を切下げた場合は，ざのようになるであろう

か。（2・10）式あるいは（2・11）式から類推されるように，価格に対する需要の弾力性係数の

値に応じて，企業π一iの各々は企業歪に需要者を奪われる筈である。すなわち，tおよび

t＋1で時間要素を示すとすれば，

　　　　　　　　；瀦lll＞副　　　・－5－…（・・12）

となると，

　　　　　　　　二織謂〉、cn－i，　t　／　　　・・……・……（・・13）

となる。こうなると企業π一iの各々は，前の場合と異なり棋手傍観はしていない。薗ちに

　　　　　　　　；：：二；：i；；：：；：lll≧ρ、州｝　　・…・・…・一（…4）

なる如く価格を操作するであろう。その結果，

　　　　　　　　ll二瓢諜≧＿｝　　…・……一（…5）

となる筈である。もつとも，企業ゴと企業π一iの各々との価格競争の勢力が，直ちにその作

用を発揮するとは限らない。競争の勢力が作川するまでにはかなりの時聞的経過を必要とする

筈である。その時間的経過の長短は結局央々の企業のもつ独占的商圏の強さに依存すると思わ

れることはことわつておきたい。

　かくして，価格切下げを通して，企業ガと他の：企業π一iの各々の個別需要董との差が存在
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　　　　　　く　1　　　　　　　　　　1

企業酬骸陛一蜷蕪甕蕃卸一一詮麹一紛価撒イヒ

一一一嚠鼈鼈黶 @　　．＿．　　」

Fig。2

する限り，こうした相互の活動は，作用反作用の過程を繰返しつつ，かつまた各企業闇に連鎖

的に反応しつつ，

　　　　　　　　メ）i・t＋n×Xi・t＋π≒Pn－i，　t＋π一x×Xn－i，　t＋lt－1　　　　　　　　・・・・・・・・・…　一・（2・16）

となるまで継続せられるであろう。

　換言すれば，（2・16）式から理解されるように

　　　　　　　　ρゴ，，柳＝ρ腐，＋。一、筋2一ゐ’初i　　　　
…一…・… i2・17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　紛，t十n

に於て，κn－i，t＋n－1とκi，t＋nの不均衡が是正されるまで，競争者同士の価格切下げ闘争は繰返

されると思われる。したがつて，価格変化と需要量変化との競争者同士の関係は

　　　企業6と競争相手n－iの価格の不均衡二企業ガと競争相手n－iとの需要量の変化

という形で表現し得る。これを図で以て示せばFig，2の如くである。矢印は力の作用する方

向を示す。

　この図の意味するところは，企業ゴの価格と競争相手たる企業π一iのそれとは相互に反対

の方向に作用している。両者の価格の大いさが不均衡ならば，その差に対応して，企業iと企

業π一iとの需要最は変化する。この需要量の変化は，企業疹と企業π一乞をして価格をその

ままの位置にしてはおかない。直ちに企業疹と企業％－iとが夫々価格を変化し，不均衡とな

る。これがまた新たな需要量の変化をもたらすというのである。

　以上でわかる如く，企業琵他の競争相手との経済関係の適応過程は，価格を通しての企業

iと企業π一つとの力の不均衡が，両者の需要鐙変化をもたらすという一方的な流れではな

く，これがまた逆な流れに作用して，両者の価格を変化させるという連続的振動的な相互作用

的な過程として把握され，前節で述べたfeedback　systelnときわめて類似していると雷えよ

う。それではこの両企業の価格の作用反作用の適応過程は，何時まで継続されるものであろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
かということは，feedbackの仕方如何によつて決定されると言えよう。

　いままでの論は，火々の企業が動かす価格についての情報が，隈界購買者に直ちに伝違され

るという仮定で，その適応のプロセスを説いてきた。ところが不完全競争たる現実の市場では

知識が不完全であつたり，不確実要素が存在していたりする限り，かく簡単に情報が伝達され

るものではない。さらに，現実の市場ではll青報伝達手段としての広告が限界購買者の移動に樋

めて大きな役割を演ずるのである。蓋し，もし完全市場であれば，買手に選好がないため，限

界購買者を動かすに価格が主演を演じ，価格を切下げるだけで，需要量の大きな変化をもたら

すが，不完全競争市場では，買手は価格のみならず，製品または用役そのものの質に強く心を

ひかれる｝cめ，購買者選好の誘導には広告が主役を演ずるからである。

　かかる理由から，つぎにこの情報の要素を考慮に入れてのfeedback　systemを考えてみよ

う。その前に情報そのものの考察をしておいた方が便宜と思われるので，簡単に触れておこ

う。
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　周知のように，情報（information）は社会的接触（social　contact）のみならず，種々のマ

ス・コミの乎段によつて伝播せられる。しかし，こうした情報すべてが：有効とは限らない。一

般に，’企業者は買手が必要とするかどうかとは無関係に，あらゆる人に無差別に情報を流すの

である。従つて，情報がもし既にその情報を受けておる人に与えられるとか，全然無関心な人

に向けられるならば，その情報は無効であつて，情報とは言えない。以前情報を受けなかつた

り，あるいはその企業に関心をもつていたりする買手に，その情報が伝わつてはじめて，その

情報は有効となり，情報と番い得るのである。

　さて，いま或る期間tの限界購買者の数をBt，既に企業づとその競争相手たるn－iか
ら情報を受けた人々の数を，夫々，bi，　t，，　bn－i，　tとすれば，その比率は（bi，　t＋bn－i．‘）／Btで，

これをかりに情報率と呼んでおこう。そうすると，新しい情報が浪費とならない比率は1－

（bi，　t＋bn－i，　t）／Btとなる。なお，社会における相互の接触係数（contact　coefficient）をc，

企業疹，n－iそれぞれによつて，マス・コミの種々の広告手段により情報を受ける係数をか

りに広告係数（advertising　coefficient）と呼び，これをai，　an－iとし，眼界購買者の成長率

（rate　of　growth）をワ，限界購買者のうち夫々他の企業者への移動率（rate　of　remova1）

をγとする。ここに，企業渉と他の競争相手n－iの或る時期tの価格の関係を

　　　　　　　　1⊃i，tくPn＿i，　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一一・一・…　一（2・18）

とする。企業6に固有な需要者との接触や企業iの広告を見たことによつて，時間dtの間に増

加する需要者の数は

　　　　　　　　（c十ai）bi，　t〔1－（bi，　t　十　bn＿i，　t）／Bt〕dt

であり，価格関係でなく，何かの衝撃で気変りして企業‘の買手から脱落してゆく数は少数で

はあろうが，γ　bi，　t　dtとする。また，企業π一iの広告をみたか，或は企業π一iの固有需要

者と接触したかによつて，価格は商くとも，義理入情その他の選好によつて，新たに企業フ1－

iから購買する買手の数を

　　　　　　　　（c十an－i）bn＿i，　t（bi，　t／Bt）　dt

とすれば，企業6の期間dtに増加する需要者数は

　　　　db・，・・一（c－Fai）b・…　dt（・」4喰一らり一γ晦’一（・＋a・－i）b・，一纏弩

これを微分方程式にて示せば，

　　　　誓（c＋・1）・…dt（・一転噌警）一・b…一（・＋a・－i）bn一鞍一……・（…9）

　これに均衡条件1－（g＋r／c＋an－i＝bn－i，　t／B，を代入して，解けば

　　　　　　　　　　　　　　　9十γ　　＿o十an－i

　　　　筆・一〔・一£（薦讐為≠孟歯鶴樵瓠叩゜°（2°2°）

　（2・20）式にて

　　　　、謀，く響審　　　　　　一一・一（・・21）

ならば

　　　　e－（c＋・i）（。畢吉缶一窄毒も’→＋。。
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　　　　．互＿＞0　　　　　　　　　　　　　　』　　　……一……（2・22）
　　　　一’Bt

となる。この経済的意味は，企業iが価格Piを切下げても，情報は有効でなく，企業iの需

要最は増加しないことを示す。

　逆に，

　　　　　9＋γ〉薫趣ゴ　　　　　　　　　　．＿＿＿，．＿（2．23）
　　　　c十an－i　　　c十ai

ならば，

　　　　e－　（c＋ai）（諄証ド6論≡‘）t→o

　　　　∴按一・∂旱払・一・∂諏…　　　　……・……（・・24）

　（2・24）式は，情蝦率が，社会接触係数や広告係数の大いさに依存することを意味し，窪た

これらの係数によつて限界購買者の企業iや他の競争相手に流れる数にも大きく影響をもたら
　　　　　　　　　（6）
すことも推察される。

　かくて，情報率を考慮した不完全競争市場のfeedback　systemを図示すれば，　Fig．3のよ

うになる。

　最後に，企業ぎが極大利潤を獲得すべく，価格を上下させる行動心理を，もう少し深く立ち

入つて考え，不完全競争市場のfeedback　II勺構造をみつめてみよう。

　確かに，企業iとその競争相手f・b・－iとのfeedback的過程における価格変化の動機は，価

格変化に応じて各々の需要量が変化したときであろう。しかし，各々の企業者は，その現在の
　　　　　　　　　　　　　N　　s情勢に対応するのみならず，将来，お互がどのように反作用して価格がどの位置におさまるだ

ろうかと予測し，その予測に基いて行動すると思われる。

　簡単に言えば，企業が，自らの変化させんとする価格の大きさを決定するに際し，競争相手

の価格の現在の大いさと，その将来の価格の変化の予想との二つを基準としてどのように需要

量が変化するであろうかをみる。そこで，われわれは，競争相手の価格の現在の：大いさに即し

て反応する度合を「比例反作用係数」，競争相手の価格の変化の予想に応じて感応する度計を

「予想反作用係数」と仮に1呼んでおこう。そして実際に企業iが「手」を打つ価格の大いさは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
この「比例反作用係数」と「予想反作用係数」との和によつて規制されるものとしよう。

　かくすると，fil】i格は過度の大きさとして決定されず，程よく調整されると考えられる。蓋し

予想反作用係数は競争相手π一iの価格が切下げられつつあるときでも，その切下げ速度が鈍

れば，直ちにその影響を受けるであろうし，またその競争相手の価格の切ドげの度合が大きく

ても，それが減少傾陶をたどりはじめれば，予想反作用係数はただちにマでナスに転ずるであ

企業紛儲u㈱゜欄率　轡．㌘塑轡『「璽ご塑1竺
　　　　　　　　　［　　一…L「　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　→一限界購買者「『｝企勲一iの㈱1率く　

t＿＿　＿　　　　　　　　　　　　　　　く　

lI－……一一一一　一一L－・一一　　・1　　一

Fig。3
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　　　「　陛辮灘i…一’一「

陣璽H脚の情鋼　i盤塑強墾トー塑：型螢
　　　　　　　　　　1－一限界動一…一一怪趣の画」

Fig．4

ろうからである。換言すれば，予想反作用係数は，もし比例反作用係数ならば，価格切下げの大

きさがゆきすぎてしまうような場合にも，よくコントロ・一ルし，それ以前に既に反対方向への

調整作用が生じて，そのゆきすぎを制御する役割を果してくれるものと言える。この関係を企

『業ゴを中心として図示すればFig．4の如くなる。

　Fig．4から理解されるように，企業客は続争相手n－iのiilLi格に対して比例lil勺（proporti・

onal）あるいは予想（anticipation）的反応によつて行動するとは言え，競争相手π一iの価

格によつて，どのように企業i自らと競争相乎との需要領域の構造が変化したかを通して，反

応することは注意しなければならぬ。なぜなら，企業客は，もし競争相手が価格を変化しても

自分の独占的領域構造が強固であつて需要者が移動しなければ，何等企業iとしては価格を変

化するには及ばないからである。しかし企業効ミ価格を動かすには，競争相手の価格如何を颪

接的動機とはみてよいであろう。蓋し価格変化と需要量変化とのつながりは前から述べてきた

ように，断り書きがない限り白明のことであるためである。ただ図に示す場合には需要最変化

のプVセスを見落してはならぬと君うに過ぎない。

　さて比例的反作用係数および予想反作用係数によつて，企業6の価格が変化するさい発生す

る振動がどのようになるか，たとえば，その振動が拡散的であるか，収徹的であるか，あるい

は窪た発散も収敏もしないで1盾環的であるかを考察してみよう。

　いま，企業iの価格や他の競争相手の価格を前と同様か，Pn－iとし，その変化を夫々

堤讐），　Sn一く一噺・’悌の玉七例楓乍用係数をc・　J予想反欄系数をβ・競争相

手n－iの夫々の係数をη，θとすれば，以上述べたようなことから，次のように表現しうる。

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　Pi＝ev　Pn＿i　十　βPn＿i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・。・・・・・・・・・…　（2．25）

　　　　　　　　Pn＿i＝η」クi十θPi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・・・…　一・一・（2．26）

　（2・26）式を時間彦にて微分すれば，

　　　　　　　　Pn｝i＝　）7　Pi十θPi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　一■一一・・・・・…　（2●27）

　　　　　　　　　　　（但・i・ll一雛）

（2・25）式と（2・26）式と（2・27）式とを代入すれば，

　　　　　　　Pi＝＝α（η　1）i十θPi）十β（η」ク’十θ」Pi）

これを整理すれば，次のような企業客のfilli格Piに関する2階の微分方程式となる。

　　　　　　　βθPi＋（αθ＋βη）Pi＋（αη一1）Pi＝0　　　　　　　　　　　・…　………・＜2・28）

この（2・28）式を解けば，企業ゴの価格かがどのような振動のかたちをとつて変化するか
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がオっかる。ここで

　　　　　　　　ノ1茜βθ，　B・＝（αθ＋βη），C＝　cr　7、－1

とすれば，（2。28）式は，

　　　　　　　　B2－－4Acく0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一一…　t－・・・…　（2。29）

のとき振動解をもつことは一般に知られている。すなわち，それは，

　　　　　　　　ρ芹、雪・’⑦1c。、。t＋・b、・si。。t）　　　＿＿＿＿．（2．3。）

（但・，・一卸磁＝吾紘・…醐条件によつて瀧せられる撒）

　この条件が成立するとき，企業客の価格は，ある出発点の価格水準を巾心として上下に増減
　　　　　　（8）
することになる。

　（2・29）式に（2・28）式の各々を代入すると，

　　　　（cr　e十βη）2－4αβηθ十4く0

　　　　　（α0一βη）2く一4

　　　　　　∴αθ一βηく±％

　　　　　　すなわち，

　　　　　　　Sく撃　　　　　　………一・（・…）

　圭2∫を無視しうるものとすれば，（2・31）式は

　　　　　　　芳く号　　　　　　　　　　　……………（2・32）

となる。これは，企業rlの価格変化が，企業6の比例的反作用係数と予想反作用係数との比が

競争相手銘一iの夫々の係数との比より小なるとき，生ずることを示すものである。しかして

（2・30）式によつて示される企業iの価格の変動が減衰型か，拡散型かあるいはまた単振動型

かは時闘の経過とともに

　　　　　　　　6垂β’一＞o，e’1－Bt　＿〉。。，θ1βL　1

なるかによつて決定されよう。換言すれば，

　　　　　　　　Bく0，　B＜O，　B＝：0

ということである。故に，炎々の振動のタイプと条件の関係は次の如くなる。

　　　　（・）醸型・・＋β・＜・∴銚一号

　　　　（・i）撒型・・°＋β・＜・∴1＜謬

　　　　（iii）単樋型・・e＋β・一・∴芳一沼

　すなわち，これらは企業ピの比例反作用係数と予想反作用係数との比率が競争相手n－iの

それらの比率のマイナスの値との大小あるいは等しいかどうかによつて，企業iの価格変化の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
振動のタイプが決定されるということを物語つていると言えよう。

　註（1｝拙稿「不完金競争企業の均衡」（松商論叢，1954．No．1．　PP．1－42）ほか一連の不完全；鏡争論

　　　について履々述べてきた。

　　（2）拙稿「不完全競争市場と販売呈！（’用」（松商論叢・1955・No・2・PP．　85－88）を特にみられたい。
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（3）P．Sraffa：The　Laws　of　Returns　under　Competitive　Conditions．（Readings　in　Price

　Theory．1953．　PP．190－191．）

（4）青ILI秀夫「独占の経済理論」1949．　PP．342－343．およびA．　C．　Pigou：Economics　of　Stat．

　ionary　States．1935．　Chap．　XLIV。　Appendix　XIV．参照。

（5）下村治「経済成畏実1現のために」1958．PP．59－60参照。

㈹　S．A．　Ozga：Imperfect　Markets　through　Lack　of　Knowledge．（Quarterly　丁ournal　of

　Economics．　February，1960．　No．　L　PP．4－48）参照。

（7＞下村治氏と岡勧1，この用語や考え方は次の著褐：のproportional　control，　anticiPation　controI

　という用語例にならつた。

　H．M．　James，　N．　B．　Nichols　and　R．　S．　Phillips：Theory　of　Servomechanisnns，1947，　P，3．

（8）下村治「経済変動の乗数分析」1952．PP．135－138．参照。

（9）　この節の考え1方は，下村治氏の前掲書2つに負うところが火きいことを断つておきたい。

3　価格・予測とfeedback

　最近，予測の方法は，種為の経済現象を対象にして，極めて熱心に論ぜられてきている。然

しながら，一体に経済現象の構造の複雑さ，それの変動の激しさ，余りにも多くの不確実要素

が存在しているなどから，その推定が非常に困難で，不完全さを免れないというのが通説とい

えよう。

　われわれが，ここでfeedbackの原則を応用して，不完全競争市場における，将来の最適販

売価格を予測するのだといつても，遺憾ながら完全なものではない。所詮は，いかなる予測も

確実性をもつてゴ三張することはできないと雷わざるを得ないのではなかろうか。ただ，現在種

種の予測の方法が展開されてはいるが，それらと比較し，本稿での方法が結果として発生した

将来の事実と，その予測値との誤差が，ヨリ少くあれば望ましいと君うほかない。そこで，わ

れわれはこの問題に関連あるすべてのllll織とfeedback原測とをとり入れるようにして，価格

予測の解明の一一一一つを考えてみたいと思う。

　圃知のようにfeedback　systemはerror－sensitive　systemとも言われているように，日

標の状態と発生した状態とのあいだに生じた誤差がたえず測定され，もしそこに誤差があれば

その誤差をできる漁らば，適当な行動によつて小さくしようとする働きをもつ。こうした

systemの特徴を利用し，企業経営においてある目標値を設定し，それと実際値とを比較して，

その目標値に近づけるように，そのシステムを仕組もうとする管理方武が種々考えられている。
かのH．A．　Sim・・による蝉管・f紡式へのそのシ・テムの適lllはその一つと謙よう。

　ここでは，不完全競争市場であるから，生産費用のみならず，前節でもみたようにこの市場

瞥有の広告費用を重視しての，将来のゴ段適価格の予測をしてみたい。何故，広告費用を特に取

上げて考えるかは前節の情報について述べたことによつても理解できるとは思われるが，簡単

に触れておく。

　普通，不完全競争市場では，生産物は異質化し市場の見通し，その他の市場情勢の知識1ま，

各企業者や儒要者にとつて樋めて乏しい。しかもこの生産物の異質化を契機として二つのこと

が言いうる。一つは，生産物分化の利益によつて，各企業者間の勢力関係は絶えず変化してい

る。他の一つは，需要者に選好の働く余地がつくられるということである。従つて，各企業者

が生産物分化の利益を肉分に帰属せしめるべく，需要者の選好を誘導する手段をとらねばなら
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　　ぬ。この手段として最も有力なものは，市場への普遍性と浸透性とをもつ広告といえよう。し

　　かも，これは生魔物分化による利益によつて償われれば，広告費用はたえず続けられ，価格競

　　争以上に活濃化するものと思われる。従つて，ここでは広告費用，生産費用および販売価格の要

　　素を以つて将来の販売価格に対する予想誤差のバラツキをなるべく少くするためには如何にす

　　るかを考えてみよう。最初の試みであるので，以下ごく簡単な想定のもとに，継続的に，それ

　　ぞれ異つた時点でデータをとつた，離散的な場含のみ考察し，連続的な場合は他の機会に譲り

　　たいと思う。

　　　さて，次のような想定のもとで，考察を進めよう。

　　（i）　ある月の初めに仕掛けられた生産物は，t’カ月後，すなわち（t’＋1）カ月目の初めに販売

　　　せられるとする。したがつて，或るt月に販売する生産物の生産費用は，（t’十1）ヵ月前の

　　　生産期の生産費用と考えねばならぬ。

　　（ii）　或る月tの月末における広告費用の増分は，不完全競争であるから，常に広告費川は支

　　　出している故（t’十1）カ月の広告費用と，その月の価格との和から，（t’十1）カ月前の生産嚢

　　　用を差引いたものに等しい。

　　（iii）生産費用は，一般に，過去の販売／llii格や広結讃用如何を考慮して決定される。

　　（iv）　t期の期闘の期末の広告費用，生産費用，価格をそれぞれAt，　Ct，　Pt，（t－1）ヵ月前の

　　　広告費用をん一1，（t’十1）ヵ月諭の生産費ll”をC，＿（t’十1）とする。

　　　以上あ仮定から，次のような関係式が成立する。すなわち，仮定（ii）から

　　　　　　　　　　At＝＝AtH1十Pt－（フt＿（t’＋1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。・一・。…　。・一・・（3●1）

　　　仮定（iii）から

　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　cFΣ角P，．ゴーΣLゴん．ゴ　　　　　　　…・…一…（3・2）
　　　　　　　　　　　　ブ召O　　　　　ゴ＝0

　　　　　　〔但しK）’およびLゴは線型作∫iN素（linear　operater）〕

　　　問題は，価格に関して現在得られる鼓適予想を具えるようにKを選んだり，予想誤差から生

　　ずる広告費用の変動を最小にするようにLを合理的に選択することである。このため次のよう
　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　な簡一単な数学的操作を行う。

　　　いま（3。1）式および（3・2）式の両辺にZtを乗じてt＝OよりOQまで加え合せて，　ri’S級数変換

　　を行うと次のようになる。

　　　　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　co　　　　　　　　　　　　　　　co　　　　　　　　　　　む　

　　　　　　　　　　Σ多ん幕ΣZ’ん．、＋IE］Z，P，一ΣZ・　C，一（、’＋1）

　　　　　　　　　　t＝＝O　　　　　　　tnO　　　　　　　　t＝O　　　　　　t・＝o

　　　　　　　　　　　oo　　　　　　　oo　　　　t　　　　　　　　　oo　　　　t
　　　　　　　　　　Σ汐c，一Σz’Σ島P，．ゴーΣz・2］LiA，．ノ
　　　　　　　　　　t＝O　　　　　　t・－O　　ゴー・o　　　　　　　　t＝・O　　i＝o

　　　ここで
　　　　　　　　　　　ca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co

．　　　　　　Σz・A，・＝A（z），Σ　z・Pt－P（z），Σz・C、－c（z），

　　　　　　　　　　t紫O　　　　　　　　　　　　t＝＝O　　　　　　　　　　　　t：＝o

　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　＞1］ZiK・一κ（z），ΣZ」LゴーL（z）

　　　　　　　　　　ゴ需0　　　　　　　　ゴ謂0

　　とすると，

　　　　　　　　　　A（z）：ZA（Z）十P（Z）－Zt’＋1　C（Z）
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目標価格　・…i．s’・．．ve数　璽塾↓．㍗紀一、酷糊
P（Z）一一→　K（Z）｝ド→Z彦’＋1　　　　→　トz　　　T－→A（Z）

　　　　　　予測構造　　　　　　　　　　來　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　［廻］・一一一一・一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　feedback季満ij宣

　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．5

　　　、　∴A（Z）（・．Z）－P（Z）－Zt’・・C（Z）　　　・…………・〈3・3）

　　　　　　　　c（z）一κ（z）P（z）－z（z）A（z）　　　　……………（3・4）

　この関係を図にて示せば，Fig．5のようになる。
Fig．5において，→は力の倒1く方向を示し洞一方向に二つの線力xiかこんでいる部分は同一

の影響を表わし，Zl’・・はロ寺間的ズ・に対応する．したがつ℃この間は予測の構造を示し・

→が逆に向いている二つの線でかこまれた間は，feedback構造を表示するものである。

　いま，（3・3）式に（3・4）式を代入すると，

　　　　　　　　A（z）（1－z）＝P（z）－z’ノ＋1〔κ（2）P（z）－L（z）双z）〕

　　　　　　　　〔1－Z－Z〆＋1五（Z）〕ノ1（Z）＝＝P（Z）〔1－Z〆＋1κ（Z）〕

　　　　　　　∴A（z）＝＝P（z）〔離参賜〕　　』・……一…（3・5）

　A（Z）が常にゼロになることは，広告費用の変動が完全になくなり，安定した不完金競争状

態になつたことを意味する。このための条件を検討すると，

　　　　　　　　P（Z）〔1－Zt’＋1　K（Z）〕：：O

　　　　　　　　　P（Z）一〃’＋1K（Z）P（Z）＝0

　　　　　　　　∴K（Z）P（Z）＝Z－（t’＋1）P（Z）

となる。これを（3・4）式に代人すると，

　　　　　　　　C（Z）＝＝K（Z）P（Z）－L（Z）A（Z）＝Z－（t’＋1）P（Z）－L（Z）A（Z）

となる。これを変換前にもどすと，

　　　　　　　　　oo　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　oo
　　　　　　　　　Σz・c戸Σz’一（t’＋・）Pt一ΣzブL肩Σz・一協一ゴ

　　　　　　　　　t＝O　　　　　　t＝0　　　　　　　　　　　ゴ＝O　　　　　　t＝＝O

　　　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　oo　　　　t
　　　　　　　　　＝Σz’P，＋（，’＋、）一ΣZtΣLゴん．ゴ

　　　　　　　　　　t＝＝O　　　　　　　　　　　　　t＝＝O　　　ゴ＝o

　ここで両辺のZtの係数を比較すると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　c，・・Pt＋（〆＋、）一ΣLゴA，．ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　ブおび
となる。このことは，（t’十1）カ月先の販売価格を正確に予知し・それに基いて生産費用を費　　一tt

して生産を行うべきことを意味する。したがつて，最良の価格を予測しうるよう操作しなけれ

ばならぬ。前にも述べたように，完全な価格予測はできないが，予測の誤差の影響を最小隈に

とどめるよう操作しよう。

　そこで，（tt＋1）ヵ月先の販売価格の予測値を．P梅＋（〆＋・1）とすると，前式は
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　G＝P㍉＋（t’＋1）一Σ五ゴん．j

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ蹄0

となる。この関係式の変換を行うと，

　　　　　　　　　C（z）＝Z－（〆＋1）P’va（Z）一ゐ（Z）且（Z）

となる。これを（3・3）武に代入すると，

　　　　　　　　A（Z）（1－Z）＝P（Z）－Zt’＋1〔Z－（均帰1）P’te（Z）－L（Z）A（Z）〕

　　　　　　　　　　　＝P（Z）－px（Z）十Zt’＋1L（Z）A（Z）

　　　　　　　　　〔1－Z－Zt’＋1L（Z）〕A（Z）＝＝P（Z）－PtS（Z）

　　　　　　　　∴A（z）一聖鍔命）　　　一・…一（…）

となる。ところで，不完全競争市場を「場」とする隈り，A（Z）を常にゼPにすることはでき

ない。そこでAtをできるだけ少くするように考えよう。すなわち

　　　　　　　　　lim　 At＝　O

　　　　　　　　　t→co

のようにL（Z）を選ぶこととなる。このための条件を考えてみよう。

　数学の定理に，　「巾級数Σ偽炉の収健陶蚤をRとし，

　　　　　　　　　limπ》”爾『謹l

　　　　　　　　　lleon

ならば，1≒0のとき，

　　　　　　　　R．．　．1

　　　　　　　　　　　e
　　　　（3）
である。」とある。従つてこのことより伽がゼロに収敏するための条件は　　　　　　、

　　　　　　　　R＞1

である。

　こうしたことは，本稿に於て，（3・6）式の右辺がOQになるのは

　　　　　　　　　1ZI＞1

のみであることを意味する。ここでは閥題をリニアーに考えているので，L（Z）はZの有理画数

になる。そこで問題は

　　　　　　　　1－Z－Zt’＋1L（Z）＝r－0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・。t・。・一・・…　（3．7）

にて，（3・7）式の根の絶対値がすべて1より大きいような有理蘭数L（Z）を選ぶことにな署。

　（3・6）式の右辺が。。においてのみ極をもつようにしてみるために，

　　　　　　　　L（Z）一。織舜：：1：鵠劣（但L－tt・n＝＝1・n）

を（3・6）式の省辺に代入すると，

A（z）＝　　　　P（z）一塾（互）　＿＿
　　　・rzLZt’・・×（∂o十b，Z十……十bn　Znao十alZ十…十amZnt・）

となる。この右辺がZの整式になるための条件を求めて見よう。

　右辺の分母のみをみると，

　　　　　　　　a。＋a、Z＋α、Z2……＋at・Zt’＋at’＋・Zi’＋・＋at’＋2〃＋2

　　　　　　　　十at’＋nZt’＋n（　・antZJiり一α。Z一α1Z2－……－at’＿1Zt’一、at’Z”＋1

　　　　　　　　一αt’＋2Zt’＋3－……－at’＋n－1Zt’一畷＝α“t．・Z〃り一・at’＋nZt’÷n－・（＝伽2r〃’＋1）
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　　　　　　　　　一bo．7」t’＋1－b，Zt’＋2－b2Zt’＋3－……－bn＿1Zt’＋n－b．Zt’＋n＋1

となる。これを整理すると，

　　　　　　　　　ao十（al－ao）Z十（ar　al）Z2十・・…・十（αt・－at・＿1）Zt’

　　　　　　　　　十（at’＋i－at－bo）Zt’＋1十（at・一．2－at・＋1－bl）Zt’＋2……

　　　　　　　　　、＋（at’＋1・一at’＋n－1－bn一ユ）Zt　’＋n＋（－at’＋n－bit）Zt’＋’1＋1

となる。右辺がZの整式となるためには，Zの係数がぜPとなればよい。したがつて，

　　　　　　　　　a““O，

　　　　　　　　　βo　＝＝　al；aLl　＝・・・・・・…　＝att

　　　　　　　　　at’＋1＝・　at・＋bo　　　　∴at’＋1＝　ae十bo

　　　　　　　　α∠’＋2＝at’＋1＋∂1　∴at’＋2＝α0＋bo＋∂、

　　　　　　　　at’＋n＝＝at’＋π一1十ゐ2卜1　　∴at・＋iZ・＝ae十bo十b1十b2十……十bn－1

　　　　　　　　at’＋n＝－bn　　　∴at’＋n＝＝ao十bO十b1十bL，十……十bn＿1＝－b，，

なる条件が得られる。これをL（Z）に代入してみると，

L（z）一。鵠箸鶉夢i許三：三留i；多舞

　＝　　　う0一土（－ao－bo）2十（一α0－bo一ろ1）Z2十……十（一一ao－bo－bi－……－bn）zn

　　a・＋a・Z＋a・Z2＋…＋at・Zt’＋（a。＋∂。）Zt’＋1＋（a、＋わ。＋b，）Z”＋2＋…＋（a。＋b。＋…＋b。一・）Z～’→・n

　＿－　　　　　bo　一（ao十bo）Z　　　　　＿　　　　bo－（ao十bo）Z

万・（1十Z十……十Zt’）十（ao十bo）汐醐… E告箋ト1）＋（a・＋∂・）Z…

一iiTe（、－2矯お蘇讐1一功　　　　・・……・……（…）

　さて，予測の課差の影響を最小にすべくL（Z）を定めよう。いまt月の予測値をPt，’teその予

測の誤差をω’とすると，

　　　　　　　　ω，轟P，－P野

　この変換を作ると，

　　　　　　　　ω（z）＝P（z）－px（z）

となる。広告費用の変動式は

　　　　　　　　A（z）マ、撃沸鴇　　　　一…・……（…）

となる。（3・9）式に，右辺が。。において極をもつ条件を代入すると，

、4（z）＝。，（z）鯉＋z＋・…・・＋2「”）±血±⑳z’＋1＋一・i＋（α・土塗・＋…＋ゐ〃盛）Zt’初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
となる。この逆変換を作ると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’十n
　　　　　　　　A・＝＝Q）・＋ω’．・＋……9・1、．、’・＋Σ璃ω垣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ昌∫’十1

　　　　　（但し　M」＝αザFbn＋b，＋……＋bノー（t・＋1）／a。，ノ＝”十1，……，t’＋n）

となる。ここで，販売価格に対する予測の誤差は，時問経過において独立であるとすれば，

　　　　　　　　　t　＋n
　　　　　　　　　ΣMゴ蜥＝o
　　　　　　　　ノ驕”＋1

のとき，広告費用の誤差の分散が最小となることがわかる。そのための条「牛は，
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　　　　　　　　璃＝0（但し　戸∫’十1，……t’十切

すなわち，

　　　　　　　　　a　“・　O，

　　　　　　　　ao＋bo＋b1＋……＋うゴ＿，’＋1＝O　（但し，ブ＝t’＋1，……，　t’＋n）

である。従つてこれよりA（Z）の右辺が○。において極をもつという条件をあわせ考えると，

　　　　　　　　ao“ff　O，

　　　　　　　　ao　＝a工＝°’°一一’°”＝＝at’

　　　　　　　　at’＋1　＝at’＋2＝－7・・。・・…　　．＝＝at’＋π　 ＝　O

　　　　　　　　bo・＝－a，

　　　　　　　　b1＝b2＝………＝＝　bn　－i　：＝　bn　＝＝0

という関係が得られる。これらの条件をL（z）に代入すると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　L（Z）一畿多辛三串象i舞威釜盛鴇一一、≒み一悦，（・…）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t－＝0

となる。かくて最適広告費用管理方式は，この結果を用いると，

　　　　　　　　c（z）＝z－（t’＋・）P・・（z）＋一一誹一一君（z）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝O
となる。すなわち，

　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　　co　　　　　　　　oo　　　　　　tノ
　　　　　　　　Σz・C，…z－（t’＋・）Σ　Ztl　．P・・t＋Σz’即Σz’

　　　　　　　　t＝o　　　　　　　　　　　　’篇O　　　　　　　txO　　　　　t＝・0

　これは
　　　　　　　　t’　　　oo　　　　　　t’十1　　　　0つ　　　　　　　　mo

　　　　　　　　ΣzゴΣz’α一Σz一ゴΣ〃P〆＋Σz’ん
　　　　　　　　ゴ＝O　　t・＝O　　　　　ゴ驚⊥　　　　’漏O　　　　　　　t＝e

ここで両辺のZtの係数を比較すると，

　　　　　　　　　　t’　　　　　tt十1
　　　　　　　　Ct＋Σc，．ゴーΣ門＋ゴ＋ん
　　　　　　　　　　ゴ＝1　　　　ゴー＝1

　かくて，われわれが求めんとした」；測値は，次の（3・11）の関係式によつて示されることが

わかる。

　　　　　　　　t’十1　　　　　　　t’
　　　　　　　　Σ　P・・，。芹ΣQ．ノ＋C、－A，　　　　　　…・一……（3．11）
　　　　　　　　ゴ＝1　　　　　戸1

　これは，将来の販売価1各の予測値は，t’期間とt期の生1，了讃川の和からその期隅拷の広告費

用を差引いたものに等しいことを意味するものである。
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